
　｢高学年の担任は不安だな……」
　｢はじめての高学年担任だけど、どうしたらいいのだろう？」
　｢コロナ禍でたくさんの学校行事が中止や縮小になってしまっ
ているけれど、どうやって子どもたちをまとめていけばいい
の？」

　本書を手に取ってくださった先生方は、少なからずこうした不
安や悩みを抱えていらっしゃるのではないでしょうか。また、「高
学年の実践をさらに深いものにしていきたい！」と、高学年の指
導に意欲を高めている先生もいらっしゃると思います。
　本書は、そうした先生方の悩みや不安、そして、期待に、「言
葉かけ」という視点で解決していくために生まれました。

　もっと子どもたちへよりよい教育を届けたい。私は、ただただ
そうした思いから、これまで、次の２つのことを学んできました。
　・コーチング
　・ＮＬＰ（Neuro-Linguistic Programming の略で、日本語では神

経言語プログラミング）
　そして、さらに、子どもたちのよりよい人生とは何かを考える
ために、「well-being（ウェルビーイング：身体的、精神的、社会
的に良好な状態にあることを意味する概念で、「幸福」と翻訳さ
れることも多い）」についても学んでいますが、いずれも、それ
ぞれのスペシャリストから学び得たことを、教育現場の中で活用
していくべく日々実践と研究を重ねています。そうした学びと実
践の毎日から、教育において、「言葉かけ」が非常に大切な要素
であることを確信したのです。
　人は、言葉を栄養として生きているといっても過言ではありま

はじめに
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せん。偉人や有名人をはじめ他者の言葉にふれることで活力をも
らい、やさしい言葉をかけてもらえば癒しになります。そして、
「人生とは？」「学ぶということは？」という問いを投げかけられ
れば、それについてしっかり向き合って考えていくものです。
　言葉が人にもたらす影響の大きさについては、今さら、私が説
明をするまでもないことですが、これは、子どもたちにとっても
まったく同様のことがいえます。むしろ、感受性の強い子どもた
ちであればこそ、他者の「言葉かけ」から強い影響を受けるので
す。
　これからの時代を生きる子どもたちは、「どのようにしてより
よく生きるか」を実現する力を身につけていかなければなりませ
ん。それは、自分自身で考え、自分自身で選択し、自分自身で成
し遂げていく力です。そうした力を子どもたちが身につけること
ができるかどうかは、日頃、子どもたちのそばにいる教師の「言
葉かけ」にかかってくるのです。
　本書は、私自身が学んできたコーチングやＮＬＰの要素をふん
だんに盛り込んだ効果的な言葉かけの実践を集めたものです。ぜ
ひ、毎日の教室の中で活用してみてください。子どもたちの反応
に、言葉の力を感じることができるでしょう。
　コロナの影響により、大きく時代が変わろうとしています。
　私たち教師も大きく変わらなければいけません。コーチングや
ＮＬＰの要素を含んだ言葉かけを取り入れ、子どもたちとともに
新しい時代の一歩を踏み出しましょう！

丸 岡 慎 弥　
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　｢言葉かけの大前提として、信頼関係があること」が大切であるこ
とを前項で述べましたが、では、どのようにして信頼関係をつくり出
せばいいのか、その方法を具体的にみていきましょう。

信頼はコミュニケーションの回数で育まれる　
　人との信頼関係を決める要素の 1つとして、「コミュニケーション
の回数」が挙げられます。つまり、どれだけ話をしたかという「時間
の長さ」ではなく、何回話をしたかという「回数」が決め手になるとい
うことです。
　｢子どもたちとゆっくり話をする時間がとれない」という悩みをも
つ先生もいると思いますが、まずは、子どもたちとの会話の回数を意
識してみましょう。

どれだけ忙しくても 1 日 1 回は声をかける
　新任の頃、｢どれだけ忙しくても、クラスの子どもたち全員に 1日
に 1回は声をかけること」の大切さを先輩から学びました。これは、
私だけではなく多くの先生方が一度は耳にしたことのある教えではな
いでしょうか。
　コミュニケーションの回数については、「ザイアンスの単純接触効
果」という心理学の理論にもありますが、現場でも、心理学の知見と
は別に、経験則からこうしたことの効果が導き出されています。

1 - 2
C H A P T E R

ちょっとしたコミュニケーションから

信頼づくりを積み重ねる

14



チャンスは日々のあらゆる場面に転がっている
　1日に 1回以上、個別で子どもたちとコミュニケーションをとるた
めには、具体的にどうすればいいのでしょうか。日々の学校生活を見
渡してみると、そのチャンスはあらゆる場面にあります。
　挨拶、丸付け、ノートチェック、連絡帳の確認など、その機会を最
大限に活用しましょう。例えば、プリントを提出させるのではなく、
机間巡視しながら、1人ずつその場で丸を付けていくことで、数秒で
も教師とその子だけの空間をつくり出すことができます。

丸を付けながら、さらに、「文字が丁寧で読みやすいね！」

「いつも元気だね！」などと、できるだけプラス１の言葉

かけを添えていきましょう。

A D V I C E !

C H A P T E R . 1　高学年はここを押さえる！　言葉かけの超基本 15



　高学年ともなれば、当番活動をさぼったり、適当に済ませたりする
子どももいます。そんな高学年の子どもたちには、どんな言葉かけを
すれば仕事に積極的に取り組ませることができるでしょうか。

3 - 6
C H A P T E R

同じ仕事をしている子が複数いる中で、上記の言葉か

けを行うのはたいへん危険です。あくまでも1人 1役

を設定している中で使いましょう。

この仕事は君にしか頼めないよ！

NG

言葉かけ例

責任感をもって仕事に取り組む

当番活動の言葉かけ
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１つの仕事に 2 名以上をあてない
　当番活動を責任をもって取り組むためにも、環境づくりが重要です。
子どもたちが責任をもって当番活動にあたるためには、「その子の仕
事を明確にする」ということが欠かせません。「Aさんと Bさん、ど
ちらかでゴミを捨てておいて」などと言えば、お互いに相手を頼って
しまい、結局、どちらもやらない状況が発生してしまいます。

1 人 1 役当番で言葉かけの環境整備を　
　子どもが積極的に当番活動を行うために効果的なのが、「1人 1役
当番」です。クラス内におけるたくさんの仕事を、1人 1役にして細
分化していくのです。「窓開け」「電気」「黒板消し」など、学級生活
において必要な仕事を、クラスの人数分に分けていきましょう。これ
は給食当番や掃除当番でも同様です。
　掃除では、掃除場所の範囲で担当分けするのも有効な方法です。

1 人 1 役×「君にしか頼めないよ」
　前述のように環境を設定することで、言葉かけはより威力を発揮し
ていきます。そうして、「黒板消しの仕事はAさんにしか頼めないなあ」
などと伝えていくのです。
　この言葉を伝えられた Aさんは俄然やる気を出しますし、「君にし
か頼めない」といっても Aさんしかその仕事をしていないので、他の
子どもたちにも角が立ちません。全員にこの言葉かけは有効なのです。

｢○○の達人だね！」「おっ、○○名人！」などもち上げ

るような言葉かけも効果的です。そして、プラスαで「あ

りがとう」と感謝の気持ちを伝えていきましょう。

F O L L O W  U P !

C H A P T E R . 3　クラスがまとまり活気づく！　学級活動場面での言葉かけ 63



　高学年のクラスを担任したときに、必ずケアしなければいけないの
が「いじめ発見システム」です。ここでは、クラスの友だち関係を 1

分で診断する言葉かけワークを紹介します。

4 - 8
C H A P T E R

あくまでも「いじめの芽を摘み取る」ためのワークなの

で、重大ないじめが起こっているときには、決して実

施しないでください。

１分間でできるだけ多くの人と
挨拶しましょう！

NG

言葉かけ例

いじめの芽を摘み取る

友だち関係チェックの言葉かけ
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冷静に広い視野で子どもを見る
　朝の挨拶の場面で、クラス全体に「1分間でできるだけ多くの人と
挨拶しましょう」と子どもたちに指示を出します。すると、子どもた
ちは縦横無尽に「おはようございます！」と挨拶をして回ります。す
かさず、教師は、その様子を冷静に見るようにします。
　その際、視野を広くして、全員が視界に入るように見るようにしま
しょう。

１分間だからこそ
　1分間という制限があるので、子どもは本能的に行動をします。ま
た、無意識に安心を求めるので、自分にとって仲のよい友だちのとこ
ろへと向かう傾向があります。つまり、もしクラスにいじめの芽があ
るとするなら、ある子どものところにだけ友だちがあまり集まらない
ということが起きるはずです。
　まずは、この方法で教師がいじめの芽を発見することが大切です。

２回目は「普段あまり話をしていない人と」
　もし全員がバランスよく挨拶をすることができていれば、「先生は
このクラスが本当に仲がよいことが分かりました」と子どもたちをほ
めてあげましょう。
　また、気になるところがあったときには、「次は、普段あまり話を
していないかなと思う人のところに挨拶に行きましょう」と告げて、
2回目を行うようにします。

日頃から、「たくさんの人と仲よくする意識をもつように

すると学校がどんどん楽しくなります」と、多様な友だ

ちをつくる言葉かけをしましょう。

F O L L O W  U P !

C H A P T E R . 4　落ち着きや成長をどんどん引き出す！　生活指導場面での言葉かけ 89


